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１．はじめに

　本校は全校 33名の小規模校である。市の中心部からは遠隔地にある中山間部に位置し、豊かな自然に囲まれた環境で
ある。地域の主な産業は農業で、米作り、野菜・果物作り、花作り等に従事しながら、地域の活性化に向けて地域行事や
イベント等にも力を入れている。一方、高齢化・人口減少の現実の中、地域産業や、伝統文化・行事等の継承については
厳しい現状にあるともいえる。このような地域課題に目を向け、解決に向かうための自分たちの役割について考え実践し
ていこうとする意欲を育てることをねらい、本実践に取り組んだ。

２．研究テーマ

　大切にする心をもち、よりよく生きようとする比田っ子の育成
　　　～　物・金銭・働くことに関わる学習を通して　～

３．研究テーマのとらえ方

　「大切にする心」とは、物を大切にする心、人を大切にする心、勤労を尊ぶ心、「よりよく生きようとする」とは、自
ら考え行動できる実践的態度ととらえ、めざす子ども像を以下のように考え、実践を進めていくこととした。

４．めざす子ども像（具体的な姿は資料 1「金銭教育全体計画」参照）

  ○物やお金を大切にする子    
　　・自分の持ち物や学校の物を丁寧に扱う子
　　・無駄遣いに気づき、物やお金を大切にしようとする子
　　・実生活の中でのお金の価値を知り、大切に使うことができる子
  ○働く喜びが分かる子
　　・働く喜びを知り、力いっぱい働く子
　　・自ら進んでお手伝いをしようとする子
　　・自分が支えられていることに気づき、感謝する子

５．実践内容

（１）単元名　総合的な学習の時間
　　　　　　　　「えーひだカンパニーKidsの活動を通して比田の未来を考える」
    　　　　　　　　　　　～えーひだサマーフェスタ出店プロジェクト～
（２）単元の目標と金銭教育の年齢層別目標との関わり
 【単元の目標】

①身近な地域社会の課題に目を向け、地域を元気にするためにえーひだカンパニー Kids の一員としてできることを考
えて実践していけるようにする。 ［学習方法］

　②サマーフェスタへの出店計画を練ることを通して、金銭を得ることの大変さを実感し、勤労を尊ぶ態度を養う。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［自分自身］

③えーひだカンパニー Kids としての活動を通して、地域社会の一員としての自覚や、地域に対する誇りと愛着をもつ
ことができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［他者や社会との関わり］

 【学校における金融教育の年齢層別目標】
①サマーフェスタへの出店計画を話し合うことを通して、お店を開くこと、お店を経営していくことの難しさを知り、

働くことの大切さと金銭を得ることの苦労が分かる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Ｄ－ア、Ｂ－イ］
　②企業的側面の一端に触れることにより、物やお金のやり取りについて理解する。　　　　　　　　　　　　 ［Ｂ－イ］
　③地域のための活動の存在や内容を知り、それらの活動に参加することを通してその意義に気づく。　　　　　［Ｄ－ウ］
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（３）単元について                                        
○単元設定理由と研究テーマとの関わり　　　
　私たちの身の回りには物が溢れ、物質的には恵まれた状況にある。また、テレビやインターネットによる通信販売もさ
かんで、いつでも簡単に物が買える環境にある。そのため、普段の生活の中では、「物があって当たり前」「お金さえあ
れば、いつでも簡単に物が手に入る」といった感覚を持ちやすく、物のありがたみや物を大切にするという意識はどうし
ても希薄になりがちである。また、電子マネーの普及により、現金を持ち歩かない人も増え、お金の価値を実感できにく
くなっている。
　このような社会的背景を踏まえ、子どもたちが多くの情報に惑わされることなく、物・金銭・働くことについての意義
やしっかりとした自分なりの価値観をもつことは大切なことと考える。そして、状況に応じた的確な判断力や責任感を育
てていくことは、豊かで有意義な社会生活を送るために必要なことである。
　本実践で取り上げる「サマーフェスタ」は比田地区で毎年開催されている地域イベントで、企画・運営・開催しているの
は、えーひだカンパニー株式会社である。えーひだカンパニーは地域ビジョンで掲げる理念（＊）を基盤に、自治機能（行
政に頼らず地域で町づくりを行う機能）と生産機能（自治機能を発揮するために必要となる財源を地域内で自立的に生み
出す機能）を併せ持った、住民による住民のための株式会社で、生活環境、福祉、産業、観光など多岐にわたる分野にお
いて、比田地域の活性化に向けた事業を展開している。（＊詳細はえーひだカンパニー株式会社ＨＰ地域ビジョン参照）
　えーひだカンパニーという、子どもたちにとって身近な存在である地域の株式会社を取り上げて、企業的側面の一端に
触れることは、お金や物の大切さ、働くことの意義を考えていくうえで、より主体的に活動できる取り組みである。それ
とともに、「比田の未来」について考えたり地域における自己の役割について思考を深めたりしながら、実践的な態度を
養っていくことは、研究テーマである｢大切にする心」と「よりよく生きる力」を育むうえで有効な学習活動となるもの
と考えた。
○活動の概要と経過（詳細は「指導計画書」、資料２「活動の経過」、資料３「活動の実際」に掲載）
　本プロジェクトは、2017年度の５、６年生が比田の活性化と人口増のために提案したいくつかのプロジェクトの実現
に向けて、2018年４月から「えーひだカンパニー」との協働によりスタートした。その内容は、サマーフェスタ出店プ
ロジェクトに始まり、比田米消費拡大プロジェクト、サマーフェスタPRプロジェクト、えーひだ市場PRプロジェクトと
次々と新しい課題に発展し、現在も継続している取り組みである。
　このプロジェクトは仮想体験ではなく、えーひだカンパニーとの協働事業としてサマーフェスタの出店計画・準備・開
店に直接携わっていくため、仕事に対する責任や、金銭を得ることの苦労を実感することができるとともに、地域の発展
に自分たちが大きく関われるという自信や意欲にもつながっている。そして、これまでは楽しませてもらってきたイベン
トに、楽しませる側として関われるということは、子どもたちにとって、とても魅力ある活動となっている。

６．実践の成果

（１）単元の目標より  （資料４「金銭教育関連年間指導計画」、「指導計画書」参照）
①身近な地域社会の課題に目を向け、地域を元気にするために「自分にできること」を実践していくことを通して、課

題解決に必要な知識・技能を身に付けることができた。
②出店計画から開店までの準備を、様々な「ひと・もの・こと」との関わりの中で他教科とも関連づけながら進めてい

く活動は、主体的・対話的で深い学びとなった。
③えーひだカンパニーとの協働事業を通して、地域の発展のための自分たちの役割を自覚し、地域に対する誇りと愛着

をもって積極的に地域に貢献しようとする態度を養うことができた。
（２）金銭教育の年齢層別目標との関わりより

①サマーフェスタへの出店計画を話し合うことを通して、お店を経営していくことの難しさを知り、働くことの大切さ
と金銭を得ることの苦労に気づくことができた。

②イベント開催に関わる経済の仕組み等、企業的側面の一端に触れることにより、物や金銭の流通について理解するこ
とができた。

③地域のために活動しているえーひだカンパニーの存在や内容を知り、それらの活動に参加することを通して、その意
義に気づくことができた。
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（３）学習過程及び児童の姿より（具体的な姿については資料３「活動の実際」に掲載）　
○毎年開催されるサマーフェスタへの出店参加という切り口からスタートし、地域の株式会社である「えーひだカンパ

ニー」とタイアップした活動に位置付けたことで、Kidsプロジェクトが一過性のものではなく、学校・地域が一体と
なり継続的に関わっていける活動となった。このことにより、子どもたちは見通しをもって、より主体的に活動して
いくことができるようになっている。

○えーひだカンパニーのビジョンが、比田の幸せを追求することにあり、地域の様々な課題に目を向けて取り組んでい
るため、Kidsプロジェクトの内容もサマーフェスタ出店にとどまらず、発展性があり、子どもたちの独創性・主体性
を試す場となっている。

○CM制作に取り組むことで、地域のケーブルテレビ局や地元の高校とつながりをもつことができた。子どもたちのや
りたいことの実現に向けて、「ひと・もの・こと」とのつながりが今後も広がっていくことが期待できる。

○子どもたちは、延べ20人を超えるカンパニーの方と関わり、話し合いを重ねていくため自分たちの住む地域で活躍
している人々の「比田を元気にしたい」という思いを肌で感じることができる。こういった地域の人々の思いや願
い、生き方に触れながら、自分たちの提案が実現していくということへの達成感はとても大きなものとなっている。

○自分たちの力でも比田を盛り上げることができるという自己有用感や自己肯定感が高められ、自分の将来について考
えていく上での指針となっている。

○１～４年生にとっては、えーひだカンパニーKidsが憧れの存在であり、５年生になるとそこに所属して活動できるこ
とを心待ちにしているということが、今後継続していく上で重要な基盤となっている。

○実生活を通して捉えた課題解決に向かって、他教科とも関連づけながら主体的・協働的に取り組むとともに、積極的
に社会に参画しようとする態度を養うといった探究的な学びの過程は、新学習指導要領の趣旨である「主体的・対話
的で深い学び」を十分に踏まえた学習活動となっている。

７．実践を振り返って
　
　子どもたちの思いと地域の願いが合致して立ち上がったえーひだカンパニーKidsの活動は、子どもたちの「やってみた
いこと」に常に寄り添い、できるだけ実現化を図っていこうというカンパニーの熱い思いに支えられながら、地域に根ざ
した取り組みになりつつある。「比田の未来を考える」という広い視野に立ち、子どもたちが自分にできることを考え実
践していこうとする意欲・意識は、地域の大人たちの活力にもつながり、地域活性化に向けての大きな原動力となってい
る。2019年度には、子どもたちの活躍が認められ、この活動を支えるための「えーひだカンパニーKids支援事業部門」
が、えーひだカンパニーの組織内に設立されるという大きな成果につながった。
　地域ビジョンの実現を目指し、大人も子どもも夢中になって一緒に活動できるえーひだカンパニーKidsプロジェクト。
多くの「ひと・もの・こと」とつながりながら、常に新しいことに目を向けチャレンジし続けることができる本プロジェク
トは、無限の可能性・発展性を秘めた取り組みであり、比田の未来に向けて大きな役割を担っていくことが期待される。
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　指導計画書
第５、６学年　総合的な学習の時間　学習指導案

１　単元名　総合的な学習の時間
　　　　　　　「えーひだカンパニーKidsの活動を通して比田の未来を考える」    　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　～えーひだサマーフェスタ出店プロジェクト～

２　単元の目標　
・身近な地域社会の課題に目を向け、地域を元気にするためにえーひだカンパニー Kids の一員としてできることを

考えて実践していけるようにする。　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　【学習方法】
・サマーフェスタへの出店計画を練ることを通して、金銭を得ることの大変さを実感し、勤労を尊ぶ態度を養う。

【自分自身】
・えーひだカンパニー Kids としての活動を通して、地域社会の一員としての自覚や地域に対する誇りと愛着をもつ

ことができるようにする。   　　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【他者や社会との関わり】

３　単元について
（１）単元設定の理由　　　

　本校では、５、６年生が2018年度より自分たちの住む地域で活躍しているえーひだカンパニー株式会社との協働
で、地域活性化に関わる活動を展開している。「比田の未来を考える」という広い視野で故郷「比田」を見つめるこ
とは、地域への愛着を深めさせるとともに、地域社会の一員としての自分の役割について考え、さらには、自分の将
来について考えていくための指針にもつながっていくと考える。
　また、えーひだカンパニーの組織や機能、経営方針等を聞いて、「起業」のための資金調達をはじめ、経済の仕組
みや金融における社会的責任等について知ることは、正しい金銭感覚を身に付けていくことにつなげていく上で実践
意欲がより高まる活動であり、今後も継続して取り組んでいくことができる内容である。さらに、これまではお客と
して楽しませてもらってきたサマーフェスタというイベントに、楽しませる側として関わっていくという本プロジェ
クトは、子どもたちが主体的・意欲的に関わっていく上で適した題材となる。そして、主体的に活動することで、金
銭を得ることの大変さや、金銭を有効に使うことの大切さをより実感していくことができる。それとともに、「比田
の未来」について考えたり地域における自己の役割について思考を深めたりしながら、実践的な態度を養っていくこ
とは、研究テーマである「よりよく生きる力」を育むうえで有効な学習活動となるものと考える。

（２）児童の実態       　
　本学級は、６年生10名、５年生７名で構成されている。のんびりとした雰囲気の中で育った子どもたちは、与えら
れた課題に一生懸命取り組むという素直さを持っている。毎日の給食や清掃などの全校縦割り班活動を日常的に行っ
ており、全校児童が互いによく分かり合った仲である。その中で、下学年は上学年を頼りにし、上学年は下学年のこ
とを考えながら行動する場面が多く見られる。反面、お互いをよく知りすぎているがゆえに、間違った言動を相手に
きちんと伝えて解決しなければならない場面では遠慮してしまい、正しい判断力のもとで自分で考え行動する力は弱
いという面も見られる。
　学校教育においては、地域の様々な「ひと・こと・もの」に触れる活動を展開してきている。低学年では生活科の
時間に、米・野菜の栽培や加工に携わる人々と交流し、田植え、稲刈り、笹巻作り、もちつき、大豆作り等を体験し
ている。「自分で物を作り、それをやりとりすること」は、昨今の子どもたちの身の回りでは少なくなってきている
と言われるが、本校の子どもたちは、そういったことを身近に感じることのできる場がある。中学年では地域の伝統
文化の継承に携わる人々と交流し、「比田踊り」「田植え歌」などの体験を通して感じたことや、比田に対する思い
をまとめたり、学習発表会を通して地域に発信したりしてきている。そして、高学年では昨年度よりえーひだカンパ
ニーとの協働事業をスタートさせたことで、自分たちが地域の伝統を継承していく大切な役割を担っていることにも
気付き、自分たちも地域の役に立ちたい、比田のためにできることをしたいという気持ちがより高まってきている。
　金銭に関わる実態については、本校は、中山間地域にあり、町内に商店が少ないという環境にあるため、家族と週
末に大型店へ出かけることも多く、ゲームコーナーでお金を使いすぎた経験をもつ子ども、町内のお祭り等にお小遣
いをもらって出かけ、その中で衝動買いをした経験をもっている子どももいる。
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　このような実態からも、本単元で出店計画を立てたり、実際に販売を行ったりする活動は、物や金銭を大切にしよ
うとする心を育てるうえで有効であると考える。

（３）活動の展開にあたって　
　2018年度のサマーフェスタでえーひだカンパニー主体の出店計画に携わり、営業に関するノウハウを学んだ６年生
は、秋以降に取り組んだ「比田米消費拡大作戦」で「おやき」を考案し、商品化を目指してきた。2019年度はこの
「おやき」を販売するためにKids独自の店を開店する。前年度に学習した出店に向けてのノウハウを生かし、自分た
ちの力で出店に向けての企画・運営に当たっていく。５年生はKids１年目ということで、カンパニー主体の出店に関
わらせてもらい、営業に関するノウハウを学ぶ。
　さらに、今回はPR活動にも力を入れていく。昨年同様ポスター・チラシ等の方法に加え、より多くの人にサマー
フェスタをPRする方法として、CM動画制作に取り組む。ここでは、CMの役割を知ることで、広告料や商品価格との
関わり等にも気付かせていくことをねらいとする。
　動画制作に関しては、地元のケーブルテレビ放送局の見学や地元の J 高校マルチメディア科に協力を依頼すること
でICTに関わる学習も深めていく。地元ケーブルテレビ放送局では、CM動画を効果的に撮影するためのコツや、撮影
時に注意することなどを学習し、実際にタブレットを使った動画撮影の体験活動を行う。
　本時は、ここで学んだ知識や技能を生かしながら各ブースのCM動画を自分たちで撮影していく。ブースごとにカン
パニー担当者にアドバイザーとして入ってもらい、商品の良さや売りが視聴者に伝わる動画作りを目指す。映像の編
集はJ高校に依頼し、地元ケーブルテレビで放映してもらう。今回は、初めてのCM動画制作ということで、最終の編
集作業はJ高校に依頼という形を取るが、今後は、編集作業もJ高校の生徒との交流を通して学び、完成までを自分た
ちの力でやり遂げていけるようにスキルアップを図っていくことを計画している。

４　単元の評価規準

５　単元計画（5年生…全16時間　6年生…全12時間　課外3時間）

 学習方法に関すること  自分自身に関すること 他者や社会との関わり

①地域の未来発展のために関わってい
る地元企業について知り、解決すべ
き課題を明らかにしている。

②課題解決に向けて、必要な情報を集
め、自分なりの考えをまとめている。

①地域の課題解決に向けて、自分ので
きることを考え、明らかにしている。

①異なる考えや意見も受け入れながら、
友達と協力しながら活動している。

②地域の方の思いや願いを理解しよう
と積極的に話を聞いたり質問したり
している。

時数 目　標 子どもの活動 ○教師の支援　☆評価　★金融教育の視点

１ ○えーひだカンパニー Kids
発足の経緯を知り、ふる
さと比田の未来について
課題意識を持つことがで
きる。

　（５年生）

１．本時の課題を知る。

２．自分たちが考える比田の未
来像について話し合う。

  

３．次時はえーひだカンパニー
の組織について学ぶことを
確認する。

○一昨年度の５、６年生の学習活動「比田の
幸福論」の発表 DVD を視聴することで、本
活動が前々年度から引き継がれていること
や、えーひだカンパニー Kids 誕生に至った
経緯をとらえやすくする。

○昨年度の５、６年生の活動内容を知ること
でえーひだカンパニー Kids としての役割を
確認させ、今後の活動意欲の向上につなげ
ていく。

☆比田の未来について、自分なりの思いをもっ
たり、自分たちにできそうなことを考えた
りすることができる。　　　　　　　（発表）
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時数 目　標 子どもの活動 ○教師の支援　☆評価　★金融教育の視点

２

３

○「サマーフェスタ」の出
店計画プロジェクト参加
へのニーズをとらえるこ
とができる。

○イベント開催に関わる仕
組みについて知ることが
できる。

　（５年生）

１．本時の課題を知る。

２．えーひだカンパニーの方か
らお話を聞く。

（１）K 社長さんのお話
（２）Fさん（総務部）のお話
（３）Kさん（ガーデン部）のお話
（４）Tさん（定住促進部）のお話
３．感想発表

４．本時の活動を振り返り、次
時へ見通しをもつ。

〇前時に自分たちが出した提案の実現に向け
て動き出すためには、えーひだカンパニー
という組織について詳しく知ることが必要
であることを知らせ、本時の課題を明確に
する。

〇カンパニー設立への思いを社長さんから聞
くことで、自分たちの提案を実現させてい
くことへの意欲付けを図る。

〇地域貢献事業の取り組みを聞くことで、サ
マーフェスタ出店につなげていく。

〇カンパニーの方からのお話を聞いて感じた
ことを発表し合う中で、自分たちの提案を
実践したいという思いを出させていく。

☆★カンパニー経営に関わるお金の流通につ
いて気づくことができる。   　   （感想発表）

〇子どもたちの思いを受けて、カンパニーか
らサマーフェスタへの出店計画について提
案してもらう。

〇今後の活動の意義を明確にし、意欲付けを
図る。

４
５

○ブースごとに、出店計画
を具体的に決めていくこ
とができる。

　（５、６年生）

１．本時の課題を知る。

２．ブースごとに計画を立てる。
（１）サマーフェスタ開催にあた

り、カンパニーの思いや意
義を聞く。

（２）カンパニーの方からそれぞ
れのブースの大まかな説明
を聞く。

　・ガーデン部（スムージー販
売）

　・キッチン部（パン販売）
　・定住促進部（カフェ）
　・総務部（おやき販売）

（３）担当ブースを決定する(任
命式）

（４）お店のテーマやネーミング
について考える。

（５）商品の内容について具体的
に話し合う。

３．各ブースごとに進捗状況を
確認し次時の活動の見通し
をもつ。

〇当日までのタイムスケジュールを立て、具体
的な準備について話し合うことを確認する。

〇サマーフェスタ開催の目的を聞くことで、
自分たちの出店の目標を明確にし、意欲的
に活動していけるようにする。

○任命式を行い、カンパニーから任命書を渡
してもらうことで、自分の所属するブース
での活動意欲を高める。

〇店のコンセプトについては、願いと使命感
が込められたものになるように助言する。

☆★店を運営する上でコンセプトがなければ
いけないことを理解する。　　　（話し合い）

えーひだカンパニーについて知ろう

各ブースの出店計画を立てよう
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時数 目　標 子どもの活動 ○教師の支援　☆評価　★金融教育の視点

６ ○ものの値段が決まる仕組
みを知ることによって、
金銭に対する理解を深め
ることができる。

○金銭に対する理解を深め、
ものや金銭を大切に扱お
うとする意識を高めるこ
とができる。

　（５年生）

１．本時の課題を知る。

２．カンパニーの方から値段の
決まる仕組みについて話を
聞く。

３．本時の活動を振り返り、次
時の活動の見通しをもつ。

〇品物の値段はどうやって決めていくのかを
予想し合うことで、自分たちが準備した商
品の価格の決め方について考えることへの
意識付けを図る。

〇★開催に関わる経済の仕組みの基盤(光熱
費、人件費、材料費、宣伝費等お金に関わ
る内容を中心に）について話してもらうこ
とで、お金が流通する仕組みを理解しやす
くする。

〇★子どもたちが見落としそうな費用につい
て話をしてもらい、諸費用がたくさん掛か
ることに気づけるようにする。

☆★価格が様々な要素から決められているこ
とを理解している。　　　　（ワークシート）

７ ○ものの値段を決めている
様々な要素をもとにして、
自分たちが準備した商品
の値段を、根拠をもって
考えることができる。

〇物の売買には多くの人々
が関わっていて、価格は
様々な要素から決められ
ていることを実感し、お
金の価値について気づく
ことができる。

　 （５、６年生）

１．本時の課題を知る。

２．ブースごとに価格設定につ
いて話し合う。

（１）ブースごとに商品の価格に
ついて話し合う。

　・ひーだーパン
　・ひだージー
　・えーひだカフェKAMON
　・えーひだKidsにこにこおやき

（２）話し合った価格について発
表し意見交流をする。

３．本時の活動を振り返り、次
時の活動の見通しをもつ。

〇前時（６年生は昨年度）に学習したものの
値段の決まる仕組みについて振り返ること
で本時の価格設定の活動にスムーズに入れ
るようにする。

○材料費、光熱費、人件費等価格設定に必要
な資料を準備しておく。

〇売り上げ予定額や利益を計算するために電
卓を準備する。

☆★開店にかかる費用を計算した上で、商品
づくりにかけた時間・労力を考え、それに
見合った値段を設定しようとしている。

　　　　　　（観察）
○価格を設定した根拠も併せて発表すること

で、自分の考えを見直したり理解を深めた
りできるようにする。

○売り手にとっても買い手にとっても納得の
いく価格にするために、お互いの商品価格
について質問や意見を出し合わせる。

☆★価格設定についての話し合いを通して、
価格が様々な要素から決められていること
を理解している。　　　　　（ワークシート）

ものの値段が決まる仕組みを知ろう

ものの値段が決まる仕組みについて学習したことを生かして
商品の価格設定をしよう
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時数 目　標 子どもの活動 ○教師の支援　☆評価　★金融教育の視点

８ ○ CM の意義や果たす役割
について知る。

   （５、６年生）

１．本時の課題を知る。

２．実際の CM を見てポスター
やチラシとの違いについて
気づいたこととその効果に
ついて話し合う。

　・音声・動き・静止画・音楽
　・テロップ
３．CM 制作に関わる仕組みに

ついて話を聞く。

４．本時の活動を振り返り、次
時の活動の見通しをもつ。

〇サマーフェスタの PR 方法として､ CM 作成
が効果的と考えた理由を明確にすることで、
本時の内容である CM の意義や役割につい
て考えていく方向付けをする。

○ CM 動画を形作っている要素をあげて、ポ
スターやチラシとの違いを明確にすること
で、CM の役割に気づくことができるよう
にする。

○ CM 制作には企画料、撮影・編集料、出演
料等の費用が掛かることを知ることで、価
格との関わりについて気づいていけるよう
にする。

☆★宣伝費も価格に関わってくることを理解
する。　　　　　　　　　　（ワークシート）

９ ○地元ケーブルテレビ放送
局の見学を通して、動画
撮影の方法やコツを知る。

   （５、６年生）

１．本時の課題を知る。

２．地元ケーブルテレビ放送局
の役割や制作にかける思い
を聞く。

３．タブレット端末を使った動
画撮影の基本、工夫、気を
つけることを聞き、撮影の
練習をする。

４．本時の活動を振り返り、次
時の活動の見通しをもつ。

〇サマーフェスタの集客増につながる CM に
したいという願いをおさえることで、本時
の内容である動画撮影の方法やコツを知る
活動に意欲的に取り組めるようにする。

○契約者数を知ることで、CM の効果を再確
認できるようにする。

○テレビ局の人の制作にかける思いと自分た
ちの、サマーフェスタを成功させたいと思
う気持ちを重ね合わせることで、CM 制作
の意欲を向上させる。

○タブレット端末を使った撮影で学びたい技
術について、事前にテレビ局と打ち合わせ
てポイントを絞っておく。

☆上手に動画撮影をするためのポイントを
理解し、やってみようとしている。 

CMの役割や制作に関わる仕組みを知ろう

動画撮影の方法やコツを知ろう
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時数 目　標 子どもの活動 ○教師の支援　☆評価　★金融教育の視点

10
11

〇前時に学んだ動画撮影の
コツを生かし､ お客が興
味をもつ CM になるよう
に工夫しながら動画撮影
をすることができる。

〇サマーフェスタの集客に
向け、自分の思いをもっ
て CM 制作活動を楽しむ
ことができる。

　（５、６年生）

１．本時の課題を知る。

２．ブースごとに商品の PR 動
画を撮る。

（１）地元ケーブルテレビ放送局
で学んだ動画撮影のポイン
トを確認する。
ポイント①｢固定」
ポイント②｢ズーム｣
ポイント③｢視覚」

　
（２）ブースごとにPRの絵コンテ

を確認し合う。
　

（３）動画を撮影する。
  
３．お互いの映像を見てアドバ

イスし合う。

　　

４．本時の活動を振り返り、次
時の活動の見通しをもつ。

〇前時までの進捗状況を確認し、本時の流れ
とゴールを明確にすることで、一人一人が
主体的に動けるようにする。

○地元ケーブルテレビ放送局の講座で学んだ
動画制作のコツを生かして撮影できるよう
に、ポイントを全員で確認し掲示しておく。

○カンパニーの方に、おすすめポイントが明
確になっているかどうかという観点でシナ
リオの内容についてアドバイスしていただ
くことで、より良い撮影につなげていく。

○より良い映像にしていくために、基本事項
や効果的な撮影方法を繰り返しチェックし
ながら、撮影を進めていくことを伝える。

☆★自分たちのブースのおすすめポイントが
しっかり伝わり、お客が興味をもつ CM に
なるように工夫しながら活動している。　

　　　　　（観察）
○意見交流の観点を示すことで、各ブースの

おすすめポイントがしっかりと出る動画に
なっているかどうかに絞った意見交流がで
きるようにする。

☆動画撮影のポイント①②③や各ブースのお
すすめポイントと照らし合わせながらアド
バイスしている。　　　　　　　　　（発表）

12
13
14
15

○開店準備をすることがで
きる。

　（５、６年生）

１．本時の課題を知る。

２．開店の準備をする。
　・宣伝ポスター､ チラシ制作
　・商品準備
　・売り上げ予想
　・飾り付けやレイアウト
　・看板制作
　・シミュレーション
３．進捗状況を確認し合う。

〇サマーフェスタ開店に向けてブースごと
に開店準備を進めていくことを確認する。

○作業工程表を作成することで開店までの
準備の見通しをもたせる。

★商品を製作する工夫や努力をつかんだり、
楽しさを味わったりする。

★効率の良い作業方法を考える。
★商品の見せ方・並べ方を考える。

課
外

○販売・接客活動の楽しさ
を味わう。

サマーフェスタ本番 ★販売活動、接客活動の楽しさを味わいなが
ら活動している。　　　　　　　　　（観察）

16 ○自分の成長について考え、
実感することができる。

１．自分たちの活動を振り返っ
たり次年度への課題を見い
出したりする。

○関わった方からの感想等を紹介することで、
達成感や充実感を味わわせる。

☆自分たちの活動を振り返りながら達成感や
充実感を味わい、次年度への意欲をさらに
高めている。　　　　　　　（ワークシート）

CMを見た人が「来たい！」「食べたい！」と思えるようなPR動画を撮ろう

開店準備を計画的に進めよう

本
時
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＊他教科との関連
【算数】・材料費購入の経費、売り上げの予想、利益高などの計算を行う際に、これまで学んだ四則計算を活用し、正

確かつ迅速な会計を行う。
【社会】・３、４年生の地域学習でお店の工夫や努力について学習した経験を生かし、宣伝や販売活動を工夫すること

で売り上げが上がることにつなげていく。
　　　    ・価格決定の仕組みについて学ぶことで、５年生の生産活動と私たちの生活の学習につなげていく。
　　  　  ・CM動画制作に関わることで、５年生の情報化社会と私たちの生活の学習につなげていく。
【図工】・宣伝活動のためのポスター、チラシ、看板等を制作する際に図工で培ったデザイン能力を生かす。また、お店

のレイアウトや陳列方法、チケット、値段表、メニュー表などにもこれまでの図工での学習経験を生かす。

６　本時の活動
（１）目標　　　

○前時に学んだ動画撮影のコツを生かし､お客が興味をもつCMになるように工夫しながら動画撮影をすることができる。
○サマーフェスタの集客に向け、自分の店をPRするために友達と協力しながらCM制作活動を楽しむことができる。

（２）展開

 時間
（分）  子どもの活動  〇教師の支援　 ☆評価   ★金融教育の視点

５

40

10

5

１．本時の課題を知る。

２．ブースごとに商品の PR 動画を撮る。

（１）ブースごとに PR のシナリオを確認し合う。

（２）動画を撮影する。
○動画撮影のための基本事項を確認する。　　　

（ポイント①）
・30秒以内の動画にする。
・始まりと終わりは５秒程度の空白を入れる。　
・はっきりと明るい声を出す。
○効果的な撮影方法を確認する。

　　　　　　　　　（ポイント②）
・アップとルーズの効果
・テロップを入れる場面
・声の大きさ
○しゃべるときに気をつけること

　　　　　　　　　（ポイント③）
・目線･･･レンズを見る
・声　･･･はきはきと
・表情･･･明るい笑顔

３．お互いの映像を見てアドバイスし合う。

　　

４．本時の活動を振り返り、次時の活動の見通しをもつ。

○ CM を使って PR したいと思った動機を確認するこ
とで、本時のめあての動機付けを図り一人一人が主
体的に動けるようにする。

○前時までの進捗状況を確認し、本時の流れとゴール
を明確にすることで、一人一人が主体的に動けるよ
うにする。

○カンパニーの方に、おすすめポイントが明確になっ
ているかどうかという観点でシナリオの内容につい
てアドバイスしていただくことで、より良い撮影に
つなげていく。

○地元ケーブルテレビ放送局の講座で学んだ動画制作
のコツを生かして撮影できるように、初めに全員で
ポイントを確認する。

○ ｢来てもらいたい｣ という一生懸命な思いを伝える
には、ポイント③が最も重要となることを確認する
ことで、自分の思いをもった制作活動につなげてい
くようにする。

○より良い映像にしていくために、基本事項や効果的
な撮影方法を繰り返しチェックしながら、撮影を進
めていくことを伝える。

○カンパニーの方には、各ポイントに沿ってアドバイ
スを入れてもらう。

☆★自分たちのブースのおすすめポイントがしっかり
伝わり、お客が興味をもつ CM になるように工夫し
ながら活動している。　　　　　　　　　　（観察）

○各ブースの PR ポイントを伝え合ってから視聴する
ことで、アドバイスの視点を絞った意見交流ができ
るようにする。

☆動画撮影のポイント①②③や各ブースのおすすめポ
イントと照らし合わせながらアドバイスしている。

　　　　　　　　　　（発表）

CMを見た人が「来たい！」「食べたい！」と思えるようなPR動画を撮ろう
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（３）評価の観点
○自分たちのブースのおすすめポイントがしっかり伝わり、お客が興味をもつCMになるように工夫しながら活動する

ことができたか。
○動画撮影のポイント①②③や各ブースのおすすめポイントと照らし合わせながらアドバイスすることができたか。
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　資料１　金銭教育全体計画

 
 

 
学校教育目標 

令令和和元元年年度度  金金銭銭教教育育全全体体計計画画  

安来市立比田小学校 

  

比田を愛し、心豊かでたくましく生きる子どもを育てる 
《めざす子ども像》 

・進んで学習する子ども 「かしこく」（知）  
・思いやりのある子ども 「なかよく」（徳） 
・健康で元気な子ども 「たくましく」（体） 

 

  

  

 

  

  

  

 物やお金を大切にする子 働く喜びが分かる子 

・自分の持ち物や学校の物を丁寧に扱う子 

・無駄遣いに気づき、物やお金を大切にしようとする子 

・実生活の中でのお金の価値を知り、大切に使うことができ

る子 

・働く喜びを知り、力いっぱい働く子 

・自ら進んで手伝いをしようとする子 

・自分が支えられていることに気づき、感謝する子 

 

低

学

年 

・自分の物を丁寧に使うことができる。 

・「もったいない」ことに気づき、大切に使おうとする。 

・買い物をして代金の支払いをすることができる。 

・自分の仕事ができる。 

・進んで働くことができる。 

・喜んでもらえることに気づくことができる。 

 

中

学

年 

・自分の物もみんなの物も、大切に使って、片づけるこ

とができる。 

・物を作る人の苦労や願いに気づき、物を大切にするこ

とができる。 

・お金を使うことを意識することができる。 

・協力しながら、自分の役割を果たすことができる。 

・いろいろな手伝いがあることを知って、それを自分から

しようとすることができる。 

・助け合いながら働き、感謝することができる。 

 

高

学

年 

・よりよい物の使い方をすることができ、最後まで片付

けをすることができる。 

・物の作られた過程や資源の有限性を知り、それらの有

効な活用の仕方を考えることができる。 

・自分の生活を振り返り、お金の有効な使い方を考え、

計画的に活用できる。 

・使命感・責任感をもって、最善を尽くして仕事をするこ

とができる。 

・自分にできることを見つけ、自主的に働くことができる。 

・周りから支えられていることを知り、感謝の気持ちをも

って働くことができる。 

児童の実態 

・明るく、素直である。 

・学年枠を越えて仲が良い。 

・言われたことはきちんとや

ろうとするが、自分で判断

して行動する力は十分で

はない。 

各教科・道徳・特別活動・外国語活

動および総合的な学習の時間にお

いての実践（授業実践） 

基本的生活習慣の確立

体験活動・勤労体験 

 

家庭や地域との連携 

（授業公開や PTA 研修会

の開催） 

日本国憲法 

教育基本法 

学校教育法 

学習指導要領

など 

 

「大切にする心」をもち、よりよく生きようとする比田っ子の育成 

          ～ 物・金銭・働くことに関わる学習を通して ～ 

                    

研究テーマ 

 

物・金銭・働くことに関わる学習を通して、物やお金の価値や勤労の尊さ

を知り、健全な金銭感覚や進んで働く態度を身につけた子どもを育てる。 

                    

研究の目標 

仮仮説説 11  各教科・道徳・特別活動・外国語活動および総

合的な学習の時間において、物・金銭・働くことに関わ

る内容を明確にし、指導法を工夫して計画的に指導する

ことにより、心から物・金銭・働くことを大切にしよう

とする心情や態度が育つであろう。  

 

仮仮説説３３  家庭や地域との連携

のあり方を工夫し、生活を見直

す機会を増やしていくことに

より、よりよく生活しようとす

る力が育つであろう。  

仮仮説説 22  日常生活において、手だてを

工夫しながら、物やお金に関わる体

験活動を重ねることにより、物・金

銭を大切にし、働くことを尊ぶ心や

態度が育つであろう。 
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　資料２　活動の経過

２０１８年 ２月 ○５、６年生が考えた比田の活性化に向けたプランを、えーひだカンパニーに提案す

る（空き家活用法、比田PR商品開発他）

２０１８年 ４月 ○子どもたちの提案を実現させていくための方策について、カンパニーと協議を重ね

た結果、カンパニーと学校との協働事業｢サマーフェスタ出店プロジェクト｣がスタ

ートする

○えーひだカンパニーKids立ち上げ

５～６月 ○2018サマーフェスタ出店に向けて準備を進める

・イベント開催に関わる経済の仕組みの基盤（光熱費、人件費、材料費、宣伝費等

の費用に関わる内容）についての学習

・商品価格に関わる学習・出店計画（店名、商品名、価格等の決定）

・開店準備（ポスター、看板、チケット等の作成）

７月 ○サマーフェスタ出店

１１～１月 ○比田米消費拡大プロジェクトスタート

・比田米を使った商品開発（おやき、五平餅、ぱりぱりせんべい）

２月 ○えーひだサミット（株主総会）で、おやき試食会を展開

・味、形状等商品化に向けてアンケート調査実施

２０１９年 ４月 ○えーひだカンパニーの組織内にえーひだカンパニーKids支援事業部門が設立

５～６月 ○2019サマーフェスタに向けて準備スタート

・おやきの販売計画

・CM動画制作

７月 ○地元ケーブルテレビでCM放映 サマーフェスタ出店

    １１～１月 ○比田米消費拡大プロジェクトPart２スタート

・米粉を使ったピザの商品開発

○ 地元のJ高校マルチメディア科生徒と動画編集に関わる交流活動スタート

２月 ○えーひだサミットで今年度の活動報告を行う

２０２０年 ４月 ○えーひだ市場 PRプロジェクトスタート

５月 ○東比田地区芝桜植栽事業参加
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　資料３　活動の実際

〈2018えーひだカンパニーKids誕生からサマーフェスタ開店まで〉

10 年後には比田の人口は半減し、それとともに比田小学校の児童数
は減少、このままでは比田小学校はなくなってしまうと危惧し、比
田の未来を考えるプランは実現させないと意味がないと考えた。

えーひだカンパニー Kids 発足。カンパニー各部担当者から任命書を
渡され、一層使命感を高めた。

カンパニーのスタッフと子どもたちが一番盛り上がったのは価格設定の話し合い。価格決定の仕組みについての学習では、「買いたい」「欲しい」
と思うことが「需要」で、そう思う商品であれば、高い値段がついても買うということ。生産者は「売りたい」と思い、「みんながほしいも
のを売る」ことが「供給」で、それに見合う価格を考えていく。その価格は、原材料費と利益を基に決定されていくこと、利益の中には光熱費、
水道代、人件費等が含まれていることを知り、その上で、「買いたい」「売りたい」のバランスを考えて価格を決定していくことを学んだ。

カンパニー社長からは地域ビジョンについて、各部担当の方からは
具体的な活動内容を聞き、子どもたちの提案を実現化するための具
体的な取り組みとして、えーひだカンパニーが毎年開催している夏
のイベント ｢サマーフェスタ｣ の出店に加わることになった。

出店に向けて、店名、商品価格、PR 方法などカンパニーの方と一緒
に計画を進めた。
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米粉パンを販売するキッチン部は原材料費 3,000 円で 100 個作ったと
きの１個あたりの値段を出した上で、利益を考えた。利益を考える目
安として、ゲストティーチャーからは買ってもいいと思う値段や２時
間働いたときにもらいたいお小遣いの額という観点を与えてもらった。

ポスター、看板、メニュー表、お店の飾り等開店に向けての準備を次々
と進めていく。６年生が昨年度の経験を活かし５年生をサポートしな
がらより主体的に活動を進めていく。

定価 300 円で販売した
手作りバッグ CUTE

児童の発言には、前時に需要と供給のバランスを考えた価格決定について学習したことを生かした内容が多く見られた。
授業後の振り返りでは、「価格を決めるのは大変だった」「自分が買うならいくらにするといいかと考えながら決めるのは楽しかった」等の
感想が聞かれた。自分たちの活動と金銭との関わりについて考えたり、お金の価値について気付いたりすることができる学習となった。

イチゴスムージーを販売するガーデン部は、商品の特性から、売り
上げが天気に左右されるということを考え、容器の大きさを決め、価
格も天気によっては値下げを考えるという方向で話し合いが進んだ。

手作り看板

カンパニーから支給された
Kids スタッフ T シャツ
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〈2019サマーフェスタに向けて～「おやき」販売までの様子～〉

社会科で農家の学習をしたときに、日本人のお米の消費量が減って
いることを知り、おいしい水でおいしいお米が作られる自慢の比田
米をもっともっと PR したいと考え、お米を使った簡単おやつを開発
して、カンパニーに提案しようと試作を重ねた。

2019 年度は Kids 考案のおやき販売と CM 動画制作活動をプロジェ
クトのメインとし、地元ケーブルテレビ放送局や J 高校マルチメディ
ア科との連携のもと進めた。

カンパニー担当者と一緒に価格決定の話し合いを行った。前年度の
経験からワンコイン 100 円が売りやすい、買いやすいという意見が
多い中、100 円でおつりがもらえるお得感も欲しいという意見が出
た。保護者からのアドバイスもあり、結局 80 円というところで価格
決定となった。

試作・試食を重ねた結果、「おやき」が採用。商品化を目指す。

６年生は、前年度比田米消費拡大作戦で商品化を目指して試作を重
ねたおやきの販売を任された。昨年度の体験を思い出しながらサマー
フェスタの目的を再確認し、お店のコンセプト、店名、商品名、価
格等を決めていった。

商品名、形状、大きさ、容器など話し合いを重ねていく。
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〈CM動画制作に向けて〉

CM 制作には企画料、撮影料、編集料、出演料等の費用が発生するこ
と。それを流すことで商品を PR し売れれば利益が上がる。というお
金の流通について学習した。

絵コンテの作成

J 高校マルチメディア科生徒との交流で、動画編集作業を学んだ。

地元ケーブルテレビ放送局では、タブレット端末を使って動画撮影
をするためのコツや絵コンテを作ることを教えていただいた。

ブースごとに商品 PR 動画を撮影
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〈2019サマーフェスタ当日〉

６年生は 11 時開店を目指して、８時に集合し、おやき販売準備にかかった。

開店時は、戸惑ったり、接客の声も自信なさそうだったりしたのが、時間の経過とともに元気のよい「いらっしゃいませ～」「イチゴスムー
ジーはいかがですか～」の呼び声に変わっていき、わずか２時間の間に大きな成長を遂げたことがうかがわれた。任務終了後の「完売です！」

「バンザ～イ！」の声と笑顔には、達成感が満ちあふれていた。
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〈えーひだサミット（株主総会）の様子〉

〈Kidsプロジェクト活動の1年間を振り返って〉

｢おやき｣ の商品開発に向けて、試食会を行い、味や形状について地
域住民からのアドバイスをもらった。

児童の振り返り（５年生）

保護者の感想

児童の振り返り（６年生）

１年間の活動報告と次年度に向けての抱負等を発表
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〈その他の実践〉

金融広報アドバイザーによる出前授業

２年生道徳「ほしいものがあったらどうするといいかな？」では、
生命保険協会作成 DVD『ちびまるこちゃんと学ぶ大切なお話～まる
子お金の大切さに気づく～』を使い、物やお金を大切にし、正しい
使い方を身につけようとする道徳的実践意欲を育てることをねらっ
た授業を行った。

えーひだカンパニー Kids はすでに来年度に向けて始動している。新
しく米粉ピザのレシピを考えたり、動画編集のスキルアップを図っ
たり、さらには東比田の芝桜植栽事業を広める一環として比田小学
校の道路沿い傾斜面に芝桜を植えたりという新たなプロジェクトも
子どもたちの中に広がっている。

１、２年生生活科「『大きくそだて　わたしのやさい』～やさいのお店をひらこう～」の実践では、冬に向けて育てた大根とカブの販売活動
を行った。５、６年生 Kids の児童から宣伝の仕方や売り方、接客方法などのアドバイスをもらい、教職員や地域の野菜の先生に向けて販売
した。おすすめの食べ方や、試食なども準備し、楽しみながら活動した。
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